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事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H26以降に実施する内容）

H26以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

協会設立20周年記
念事業

協会設立20周年を迎えるにあたり、H27.2.11に文化の家を全館貸し切り、協会の事業を一度
に行う。

482

人
・
団
体

様々な国際交流事業
を展開することで、よ
り多くの方が関心を
示し、会員数の増加
を目標としたい。

500 407
訪問団派遣5,433　訪
問団ﾌﾞﾙｰｼﾞｭ研修費
用365
訪問団現地さよなら
会費用300

A
姉妹都市のベルギー・ワーテルロー市
を訪問団員計20名が訪れ、ホームステ
イ等を体験し、彼らが貴重な経験をし
た。そのお礼として、平成２６年度の
ワーテルロー市からの訪問団受け入れ
をおもてなしするという自主的な企画が
生まれた。

422 8,450 6,992
維持

484 ①に含む
維持

姉妹都市との交流を
図る。

長久手市姉
妹都市友好
親善訪問団
員計20名派
遣等

長久手市国際交
流協会会員数主に中高生をベルギー・ワーテ

ルロー市への派遣することで

④ 姉妹都市交流事業
地域住民、
青少年

土曜日開催のにほん語教室、平成24
年度3月立ち上げた平日のにほん語教
室は、参加者人数が徐々に増え、一定
の成果を上げた。

にほん語教室の運営等を行う
ことで

1,188 230 262
維持

在住外国人をサポー
トし、日常会話程度の
日本語を習得しても
らう。

にほん語教
室学習者61
名
同ボランティ
ア39名

にほん語教室学
習者のべ人数

928

①に含む
維持

185 167

ウェルカムにほん語
教室219
日本語で話そうながく
てクラス12

A

② 交流部会事業
地域住民、
来日外国人

維持

③ サービス部会事業
地域住民、
在住外国人

人
・
団
体

在住外国人の日常生
活をサポートする取
組みが国際交流・国
際理解の指針となる
にふさわしく、学習者
の増加を目標とした
い。

1,000

市民レベルでの国際
交流の活発化という
本協会の目標を具現
化できる事業の指標
である。

220 157

ホームステイ132
名外大茶会28
スピーチコンテスト副
賞3

A ホームステイ事業は体験された外国
人、受け入れたホストファミリーともに好
評であり、大いに長久手市及び日本文
化をＰＲできたと考える。また、新規に受
入れ依頼の大学等もあり事業の拡大の
可能性がある。

ホームステイ・ホームビジット、
日本文化の紹介を行うことで

60 340 280
拡充

70 ①に含む

一定の事業効果を示し、携わる会員も
増えており、事業効果は高いと考える。
しかし、より多くの参加者が関わる方法
を会員自身が検討する等、事務局主導
から会員主導へ運営主体を見直す。

弁論大会や国際交流フェスタ
の開催、まちセンまつり、市民
まつりへの参加、ＨＰ運営等を
行うことで

422

484

人
・
団
体

様々な国際交流事業
を展開することで、よ
り多くの方が関心を
示し、会員数の増加
を目標としたい。

長久手市を来訪され
た外国人に対し、市
民レベルのおもてな
しを行う。

ホームステイ
5件延べ36
名受入れ

ホームステイ受
入れホストファミ
リー登録者数

長久手市国際交
流協会会員数

482●

60

人
・
団
体

1,005 1,127
拡充

2,750
維持

● ● ●

事業を構成する
事務事業

目的

対象
（だれ、何に
対して）

評価の説明H25実績 H25予算 H25決算 事業規模

H25目標値

① 総務部会事業
地域住民、
在住外国人

● 1,070 1,461

弁論大会147
国際交流フェスタ296

D
●

参加者の国際交流や
国際理解を深めるとと
もに、対外的に国際
交流をＰＲする。

弁論大会参
加者77名
国際交流
フェスタ参加
者450名

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H24実績

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

4月～ 7月～ 10月～ 1月～

H24予算 H24決算
H25決算の主な内訳

（単位：千円）

評価

他事業と統合

その他

H26予算 事業費

2,750 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）
地域住民(長久手市民、長久手近郊住民）、在住外国人

う
ち

一般財源 1,900 1,900 6,200 6,200

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

外国人との良好な関係が保たれ、市民レベルでの様々な交流が活発に展開されること。
110 事業の廃止の検討受益者負担額 75 292 3,825
300 運営主体の見直し

地方債

2,340 現行どおり実施

国費・県費 事業の改善

長久手市行政評価票

担当部署
部 課

くらし文化部 たつせがある課

2,192 10,025 8,661

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H24予算 H24決算 H25予算 H25決算
事業期間 事業開始年度 平成３年度 終了（予定）年度 － 1,975

2,461

H26予算

事業の概要
　本市の特性を生かした国際交流事業を展開し、市民レベルでの国際交流、国際理解を深める活動、事業に対
し、補助を行う。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

愛知県国際交流協会
日進市国際交流協会
豊明市国際交流協会

事業の名称 長久手市国際交流協会補助金事業番号 17


